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1. 組織の概要
1 名称及び代表者名

事業所名 有限会社　東信社
若狭　映子

(2) 所在地 本社 ３８６-００３２　長野県上田市諏訪形１３０７-５(登記上)
事務所

TEL　０２６８-７５-0234
FAX  ０２６８-２１-0235
E-mail　toushinsya@dia.janis.or.jp
HP     to-sin.jimdo.com

(3) 事業内容

(5) 事業の規模
創立 昭和６０年７月

法人登録 平成１２年４月

資本金 ３００万円

売上高

敷地面積
本社 ４２．６㎡

従業員 5名

一般廃棄物収集運搬量　 750ｔ

産業廃棄物収集運搬量 244ｔ

2. 対象範囲
・全組織、全活動、全従業員が対象である

・事業年度・対象年度：４月～３月

　　　5,800万円（２０２2年度実績）

代表取締役

一般廃棄物収集運搬、産業廃棄物収集運搬

３８６-００２７長野県上田市常磐城５丁目７６３-2



許可：産業廃棄物収集運搬
許可番号：長野県２００１０７１０８０
期間：令和２年７月１１日～令和７年７月１０日

取り扱う
産業廃棄物

収集運搬
リサイクル
しているもの

取り扱う
一般廃棄物

収集運搬
リサイクル
しているも
の

燃え殻 廃プラスチック 〇 〇
汚泥 〇 紙くず 〇 〇
廃油 〇 木くず 〇 〇
廃酸 〇 繊維くず 〇 〇
廃アルカリ 〇 金属くず 〇 〇
廃プラスチック 〇 〇 ガラスくず 〇 〇
紙くず 〇 〇 陶器くず 〇 〇
木くず 〇 〇 生ごみ 〇 〇
繊維くず 〇 〇

動植物性残さ 〇 〇 車両台数
ゴムくず 〇
金属くず 〇 〇 ４ｔ車 ２台
ガラス・陶磁器く
ず

〇 〇 ２ｔ車 ２台

鉱さい 〇 ユニック ４ｔ車 １台
がれき類 〇 〇 平ボディー ２ｔ車 １台

フックロール ２ｔ車 １台

ウイング ４ｔ車 １台

軽トラック ２台

　イー・ステージ株式会社

３．許可内容

ハッカー車

産業廃棄物

許可：一般廃棄物収集運搬
許可番号：上田市１００４
期間：２０２２年４月１日～２０２４年３月３１日

市焼却場焼却処分 小柳産業株式会社

排出業者

収集運搬

収集運搬フロー図

一般廃棄物・産業廃棄物

一般家庭

一般廃棄物



４．実施体制
１）組織図

２）責任及び権限

・ 環境経営システムに関する全ての責任と運用についての権限を持つ。

・ システムの構築・運用及び管理に必要な資源を用意する。

・ 環境経営方針の設定・見直し及び従業員へ伝達を行なう。

・ 代表者による全体の評価と見直しを実施する。

・ 代表者に代わりシステムの構築・運用状況を監視、結果を代表者に報告する。

・ 環境関連法規等の取りまとめを行い、遵守状況をチェックする。

・ 環境目標を設定し、環境活動計画を確認し承認する。

・ 問題点の是正・予防処置に対する指示と改善や見直しに必要な処置を行う。

・ 環境管理責任者の補佐、推進委員会の事務局。

・ 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック原案の作成。

・ 環境目標・活動計画原案の作成及び実績の取りまとめ

・ 環境経営レポートの作成、公開（社内に備付けと地域事務局への送付）

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・ 環境経営方針、環境経営目標を基本に定められた活動計画に従い業務を遂行する。

・ 環境負荷の低減、品質向上、安全の確保と業務改善の提案

・ 異常時、緊急時の報告

EA事務局
若狭映子

全
従
業
員

代
表
者

管
理
責
任
者

事
務
局

代表者

代表取締役 若狭映子

環境管理責任者

金澤義和

収集運搬部門

村松龍也・若狭守



　５.　環　境　経　営　方　針

【基本理念】

有限会社東信社は、産業廃棄物・一般廃棄物収集運搬の事業活動を通して

環境へのの負荷をできる限り低減させ、循環型社会の構築に努め、地域に根ざした

１．環境関連の法規と条例及び私達が同意するその他の要求事項を遵守します。

制定日：２０２０年6月1日

有限会社 東信社
代表取締役　若狭　映子　

事業者になる事を目指します。

【基本方針】

２．環境マネジメントシステムを構築し、環境活動計画を定め継続的に改善を図る
　　と共に環境汚染の防止や環境保全に努めます。
　①　廃棄物の削減に取り組み再資源化につとめます。
　　　　飼料堆肥化・分別のご提案をさせて頂き、削減・再資源化に推進いたします。
　②　作業の効率化・エコドライブを図り、軽油・ガソリン等の化石燃料の削減に努
　　　　めます。
　③電気使用量の削減
　④水使用量の削減
　⑤グリーン購入の促進

４．この環境経営方針は、全社員に周知徹底すると共に、一般に公開します。

３．環境教育を通じて、全従業員の環境意識を高め、関心を持ち行動できるようにします。



４月１日～３月３１日

単　位 基準値(202１年) 2022年目標 2023年目標 2024年目標

kg-CO2 41,549 41,134 40,718 40,303

(%) 100% 99% 98% 97%

kＷh 1,978 1,958 1,938 1,919

ℓ 3,186 3,154 3,122 3,090

ℓ 12,416 12,292 12,168 12,044

灯油 ℓ 491 486 481 476

都市ガス ㎥ 46 46 45 45

ｋｇ 87 86 85 84

水使用量 ㎥ 70 69 69 68

中部電力㈱　　2020度　二酸化炭素排出係数　0.406kg-CO2/kＷhを使用

6. 環境経営計画

二酸化炭素削減について

→ 事務所内…外出時／不在時の消灯徹底する

→ 事務所／倉庫の不要照明・不要換気扇オフ

OA機器適正管理 → 未使用時電源オフ・節電モードの徹底

退社時電源チェック → 目視確認

クールビズの徹底 → 毎年5月から10月まで実施する

全車両（会社所有、通勤車両）に適用する

エコドライブの実施 → 急発進・急停止排除、経済速度の励行

アイドリングストップの実施 → エンジン停止、空ふかし排除

運行車輌の削減 → 乗り合わせなどにより運行車輌を減らす

車両管理の徹底 →

運行管理の徹底 → 最適運行最短距離の選択

灯油ストーブ温度管
理の徹底

→ ムダなストーブを使用しない（冬季20℃～22℃

退社時電源チェック → 目視確認（最終退出者と同伴者）

無駄なコピーをしない／不要な資料の削減

再利用の促進（コピー用紙裏表利用

混合廃棄物の分別 → 産業廃棄物と有価物の分別を確実に行う

水使用量の削減
→ 清掃時、手洗い時節水を各自にて行う

一般廃棄物

６. 　環境経営目標　（中長期）

項　　目

二
酸
化
炭
素
削
減

ＣＯ２排出量

電力

ガソリン

軽油

(2)

(1)

電気使用量
　の削減

節電の徹底

ガソリン、軽油
使用量の削減

灯油使用量
　の削減

車両点検、適正空気圧、エンジンオイル等の管理

節水の徹底

廃棄物排出量
の削減

一般可燃ごみ削減 →



7. 環境経営目標の実績と評価

基準値
（２０21年度）

20２2年度実績

41,549 41,134 36,287

kWh 1,978 1,958 2,723

kg-CO2 875 794 1,323

ℓ 3,186 3,154 2,604

kg-CO2 6,987 7,033 6,041

ℓ 12,416 12,292 11,018

kg-CO2 37,314 31,713 28,425

ℓ 531 486 43

kg-CO2 1,322 1,210 107

㎥ 59 46 181

kg-CO2 127 99 391

㎥ 70 69 85

kg 98 86.0 84.3

2022年度実績の評価
(1) 電力

期間中における使用量は265kwh増だった、エアコンの使用方法を工夫して今後も節電に努める。

(2) 軽油、ガソリン

軽油・ガソリン共に減量できた、さらに減量に努める。

(3) 灯油

ガスストーブの導入で灯油をほとんど使用しなかった。

(4) 上水道

増加になったが今後も節減に努める。

(5) 一般廃棄物

削減できた今後も維持できるようにします。

                         2022年４月～２０２3年３月

項目
2022年度
目標値

CO2総排出量（kg-CO2）

電力

中部電力㈱　　2020度　二酸化炭素排出係数　0.406kg-CO2/kＷhを使用

上水道

ガソリン

軽油

都市ガス

一般廃棄物

灯油



８．環境経営活動の結果と評価、次年度の取り組み

評価

・不在時の節電（消灯） 〇

・待機電気機器のスイッチ節電 〇

・使用量、使用料金の把握 〇

・ガソリン使用量の削減 〇

　・エコドライブ１０の実施(急の付く運転禁止） 〇

　・適性時期のタイヤ交換（夏/冬、摩耗） 〇

・軽油使用量の削減 〇

廃
棄
物
削
減

・一般廃棄物の削減 〇

用
水 ・水使用量削減 ×

業
務
改
善

△

-  6　-

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

不在時間消灯ほぼできた 更に１分でも節電に努める

コンセントから抜くことを実施した 継続していく

把握しながら取り組むことがで
きた。

今後も把握し節電に努める

前年度より削減出来た 昨年同様、車両の適正な管理に取り組む

資料を作成した ミーティングの議題に理解を深める

春・冬共に早めに行動出来た

○できた　△まあまあできた　×できなかった

5Ｓ活動の推進しているがまだま
だ！ 今後も整理・整頓に努める・身の回り/職場の整理・整頓（毎週）

使用量は、少ない 今後も節水に努める。

適正時期に早めに対応する

削減出来た 今後も効率の良い仕事に努める

事務所のごみ排出量は微動だった 今後も継続して取り組みたい

活 動 計 画 取  組  の　結  果 次年度の取組

2022年度 二酸化炭素の排出量

数年横ばいだったが減できた。今後も基本基準維持して

いきたい。

2022年度 電力使用量の削減

年間を通して、夏季の熱中症対策としてエアコンの使

用時間が増加、冬季の暖房の補助としてエアコンの使

用の為増加してしまった。 次年度は工夫して削減し

2022年度 ガソリン 燃料使用量の削減

使用車両の見直し・収集ルートの見直しにより削減できた。

次年度も継続して削減に取り組む。

2022年度 軽油 燃料使用量の削減

収集ルートの見直し・アイドリングストップなどの効果で削

減できた。継続して削減していく。



９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価、並びに違反及び訴訟の有無

　(１) 当社に適用される法規制等と現在までの遵守状況

環境関連法規等の名称 当社の対応 判定

県知事許可証確認 〇

5年毎の更新（次回更新日　令和7年7月１０日） 〇

運搬車両にステッカー貼付 〇

許可書備え付け 〇

マニフェストの備え付け（その都度） 〇

マニフェストの保管（5年間） 〇

収集運搬実績の県知事への報告（年1回） 〇

委託契約書の締結確認（随時） 〇

委託契約書の保管管理 〇

廃棄物が飛散し、流出し、悪臭が漏れることの
 ないよ う必要な措置

〇

収集・運搬に伴う悪臭、騒音振動によって生活
 環境の保全環境上支障が生じないよう必要な
 措置

〇

廃棄物の荷崩れ防止の為の固定ベルトの使用 〇

車両の法定点検・日常管理 〇

安全運転の実施 〇

積載量の遵守・法定速度の遵守 〇

2023年　7月　24日

　(２) 違反及び訴訟の有無

　上記環境関連法については、遵守チェックリストにより、確実に法規を遵守している

    ことを確認しました。

また、過去3 年間、関係各機関から特に指摘・指導は無く、訴訟もありませんでした。

注）チェック欄…〇遵守　×不遵守　　

廃棄物処理法

道路交通法



１０．代表者による全体の評価・指示

取り組み状況の評価結果

・目標・環境活動計画の達成状況

水資源使用量の項目・水資源の削減は達成できませんでした。

実施体制の見直しの必要はありません

効率化・分散化状況の変化に合わせ、安全で円滑な収集運搬を行い、引き続き今年度の結果を参考

未達成項目電力・その他の項目についても全員で考えながら行動して行く。

室内の温度２６度として温度計で確認しながら電力使用量を把握していく

2023年7月２４日に実施した結果順守されている。
・環境関連法規規制の遵守状況

・問題点の是正 / 処置及び予防処置の状況
電力使用量。
夏季の熱中症対策として、エアコン使用時間の増加

・代表者の指示項目への対応
継続して積極的に改善をしながら活動していく。
進捗の結果を見ながら迅速に対応する。

一般廃棄物の削減項目・二酸化炭素の排出、燃料使用量は、達成できました。

・周囲の変化状況
外部コミュニケーション記録より、苦情、クレームなし

・環境経営方針・実施体制
環境経営方針に沿った活動が出来ていると思います。

2023年　7月 24  日

引き続き継続的改善を実施していく。

・環境経営目標・環境経営計画

にし継続的な改善を図りながら活動していく。

代表取締役　　　若狭　　映子


